
海業の事業計画⾻⼦（案）【福井県⾼浜町 ⾼浜漁港】 ①
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■漁港背後集落の⼈⼝と⾼齢化率
※⼈⼝減少と⾼齢化の進展

【地域・⽔産業の現状と課題】
○福井県の最⻄端、京都府舞鶴市、福井県⼩浜市という観光地にはさまれた町。若狭湾に⾯し、海⽔浴場として有名。
○⼈⼝減少や少⼦⾼齢化への対応として平成21年に⾼浜町コンパクトシティ構想が策定され、⾼浜漁港はにぎわい・景

観系と位置付けられた。⾼浜⽔産業振興協議会による検討を経て、漁港の再整備が進められ、令和3年に６次産業
施設UMIKARA、令和5年に荷さばき所が移転し、衛⽣管理型の新たな荷さばき所が完成した。

【海業の現状と課題】
〇隣接する和⽥地区も含め海⽔浴場が多く、SUP等のアクティビティ、釣り、漁業体験も実施しているものの、利⽤が夏に

集中するため、周年型の観光に向け、春・秋・冬の海業資源の発掘と商品化が求められている。
○6次産業化施設で、直売所・レストランが開設されているものの、漁協経営強化や漁業者の利益に資する取組の拡充が求められている。
○取組が⾼浜漁港周辺に限られており、すそ野を町全体に広げること、連係による魅⼒向上や波及効果の拡⼤が望まれている。
○機能移転後の旧荷さばき所・旧漁協事務所や低利⽤地等、漁港施設の有効活⽤や景観形成等が望まれている。

１．現状と課題
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■⾼浜漁港の出荷先別配分数量
※出荷先は県外向が中⼼で⼤きな変化は無し

→今後は地区内出荷の拡⼤が出来るとよい

2．検討体制

N

⾼浜⽔産業振興協議会
（漁協・仲買・⾏政）

⾼浜地区
海業振興に向けた検討会

⺠間企業
（まちから、うみから等）

⾼浜町
（＝決定機関）

海辺の賑わい コンテンツ検討
町⺠参加型ワールドカフェの開催

［メンバー］
・若狭⾼浜漁協／⼥性部
・⾼浜町漁村⻘壮年連絡
協議会

・株式会社まちから
・若狭⾼浜観光協会
・⾼浜町

N

六次産業化施設
UMIKARA

新漁協事務所
新荷さば捌き所

旧漁協事務所
旧荷さばき所

※移転・遊休化

漁港⽤地
（漁港環境整備施設⽤地・
漁具保管修理施設⽤地）

※低利⽤

利⽤が漁港周辺に集中
→町全体への効果の波及が課題

城⼭海⽔浴場
※夏に集中

城⼭公園・明鏡洞
要連携

若宮海⽔浴場
※夏に集中

※隣接の和⽥地区
和⽥港（定置網の基地）
⽩浜海⽔浴場・⿃居浜海⽔浴場
SUP、サーフィン、漁業体験等 各種体験有

まちなか交流館
（体験等）

⾼浜漁港

SUPツアー有

若狭⾼浜
海釣り公園

⾼浜町全体
内浦湾

⽇引の棚⽥
（⽇本の棚⽥百選）

⾳海⼤断崖
（県の名称）

和⽥港

和⽥浜

⽩浜⿃居浜

城⼭若宮

はまなす
パーク

えびす浜
パーク
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海業の事業計画⾻⼦（案）【福井県⾼浜町 ⾼浜漁港】 ②

⾼浜町のにぎわい・景観を形作る核として、⾼浜漁港において⾼浜の⽔産物を活⽤した様々な海業（⾷・直売・体験等）を展開するとともに、既
存資源の有効活⽤と海業拠点との連携、漁協経営強化・漁家所得向上システムの構築を図っていく。
［取組］
○海鮮バーベキューや朝市・昼市鮮⿂直売等による⾼浜産⽔産物の消費拡⼤、付加価値向上
○漁船を活⽤した遊覧船や漁業体験、海の学校等、アクティビティの創出による地域の魅⼒の増⼤と

漁業者の所得向上（※兼業所得機会の創出）
○上記取組の⽀援と海業のすそ野を広げる取り組みの展開
（既存資源の有効活⽤、⾼浜町全体への効果の拡⼤、漁協経営強化、漁業所得向上システムの構築 等）

３．海業の⽅針

N

②遊覧船事業（発着場整備︓⾼浜町、運営︓⺠間）
※内浦湾の⼤断崖等をめぐる漁船遊覧船クルーズ
［期待される効果］
〇観光客の滞在時間の増加 〇観光地としての魅⼒増⼤
〇地域の雇⽤創出

①海鮮バーベキュー場（⺠間）
［期待される効果］
〇⾼浜産⽔産物の消費拡⼤
〇漁業者の所得向上
〇観光客の滞在時間の増加
〇賑わいの創出

③漁業体験(セリ/定置網⽔揚⾒学等）(漁協⼜は漁業者有志）
※網あげ⾒学体験は遊覧船発着場⼜は和⽥港活⽤

［期待される効果］
〇観光客の滞在時間の増加 〇観光地としての魅⼒増⼤
〇⾼浜の⽔産業の理解増進 〇漁業者の所得向上
④朝市・昼市鮮⿂直売（漁協⼜は漁業者有志）
※荷さばき所と出荷調整施設間の道路を⼀時占有で活⽤
［期待される効果］
〇観光地としての魅⼒増⼤ 〇⾼浜の⽔産業の理解増進
〇⾼浜産⽔産物の消費拡⼤ 〇漁業者の所得向上

城⼭海⽔浴場

⑤旧漁協事務所・⽤地の活⽤
※城⼭地区の整備状況を踏まえて総合的に検討（駐⾞場等

も検討中）（⻑期計画）

若宮海⽔浴場

※隣接の和⽥地区
和⽥港（定置網の
基地）⽩浜海⽔浴
場・⿃居浜海⽔浴場

○実証試験の実施︓
海鮮バーベキュー場

※仮設の施設等による試験実施
（駐⾞場予定地を活⽤）

４．海業の具体的な取組・実施主体（案）・期待される効果

内浦地区

和⽥地区

海⽔浴場等

海⽔浴場等

海⽔浴場等

⾼浜
漁港

⾼浜
漁港

連係

情報
発信

海業のすそ野を広げる
取組のイメージ
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